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２．経営方針 
 

(１)会社の経営の基本方針 
 

当社グループ（当社及び連結子会社）は、常に変革に挑戦し続け、快適で安心できるネットワーク社会づく

りに貢献し、豊かで夢のある未来を世界中の人々に提供することを企業理念としております。そのためには、

健全な利益と成長を実現し、企業価値を持続的に向上させることが重要と考えております。 
 

(２)中長期的な会社の経営戦略及び対処すべき課題 
 

情報機器やネットワークの高度化を背景に、社会や経済の至るところでＩＣＴの活用が進み、従来の業界の

枠組みを超えた新たなビジネスが生まれるなど、市場構造の変革が起こりつつあります。消費者の行動が変化

し、またグローバルな競争が加速する中で、企業において新しいテクノロジーをビジネスの変革や競争優位の

確保に活かす動きが高まっています。また、防災、エネルギー、環境、医療など、社会の抱える様々な課題を

解決し豊かな社会の実現に貢献することが、ＩＣＴの新たな役割として期待されています。 
 

このような環境下において、当社グループは、テクノロジーをベースとした、グローバルに統合された企業

になることを目指しております。自らの改革を進め、お客様のビジネスを支えるとともに、豊かな社会の実現

に向け、ＩＣＴを通じて貢献してまいります。これに向けて、ビジネスおよび社会におけるイノベーションを

通じてＩＣＴの活用領域を拡大するとともに、グローバルでのビジネス拡大を進めてまいります。 
 

ビジネス分野については、企業の既存ＩＣＴ資産の有効活用を可能にするサービスをご提供するとともに、

新しいテクノロジーを活かしたビジネスのイノベーション創出に取り組んでまいります。同時に、人に優しい

豊かな社会「ヒューマンセントリック・インテリジェントソサエティ」の実現につながる、社会イノベーショ

ンの創出を目指してまいります。 
 

グローバルでのビジネス拡大に向けては、世界を5つの地域に区分したリージョンと、事業部門とのマトリ

クス体制を活用し、日本を含めたグローバルな連携を一層進めてまいります。また、グローバルデリバリー機

能を強化してお客様のニーズにお応えするとともに、グローバルに共通な商品・サービスの拡充を図ってまい

ります。 

 

これらの実現に向けて、次世代技術の研究開発にも引き続き注力してまいります。 

 

以上のような課題を不断の努力を積み重ねることにより解決し、快適で安心できるネットワーク社会づくり

に貢献できるグローバルな企業として、お客様や社会から信頼されるよう一層の自己革新を図ってまいります。 

 

 

３．会計基準の選択に関する基本的な考え方 
 

当社グループは、海外拠点を含むグループ会社の会計基準統一及び資本市場における財務情報の国際的な比

較可能性の向上を目的に、連結財務諸表について2014年度第１四半期から国際会計基準（IFRS）を適用してお

ります。 
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